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1. まえがき

1.1 調査活動の背景と目的 

電磁駆動による直動機構は，回転形モータの回転運動を

歯車やベルト，ボールねじ等で直線運動に変換するものが

一般的である。一方，リニアモータは，前述の回転－直線

変換機構を用いることなく直線運動できる特長を有してお

り，1980 年代から活発に研究開発されてきた。 

電気学会リニアドライブ技術委員会においても，リニア

ドライブ技術の産業応用に同期する形で，搬送・産業用リ

ニアモータ関連の調査専門委員会を設置し，リニアドライ

ブの設計技術，要素技術，計測評価法，応用事例を整理・

分類して体系化し，リニアドライブの発展に寄与してきた。

特に，先に設置された産業用リニアドライブ技術と応用の

変遷調査専門委員会(1)では，リニアドライブ技術の適用につ

いて，用途，機種，要素技術を視点として体系的に整理す

るとともに，時代を追っての知見を得ることができた。 
このような状況において，さらにリニアドライブ技術の

開拓を進めるための糸口を調査することを目的とし，本委

員会（産業用リニアドライブ技術の応用展開調査専門委員

会）が 2012 年 4 月に設置された。そして 3 年間の積極的

な調査活動を行い，2015 年 3 月に解散した(2)。 

1.2 産業用リニアドライブの市場規模推移 

リニアドライブの市場については多くの市場調査機関か

らの報告が提供されている(3)～(13)。(株)富士経済からほぼ毎

年出版されている市場報告書「注目メカトロニクスパーツ

市場実態総調査」から，産業用リニアモータの市場規模の

推移をまとめ，図 1.1 に示した(7)～(13)。ここでは国内モータ

メーカなどによるリニアモータの販売数量・販売金額を基

にしており，リニアモータを内製しているものや海外製の

リニアモータなどはあまり含まれておらず，それらを加算

すると実際はこれ以上にリニアモータは使われていると思

われる。図 1.1 から，リニアモータ市場は景気などにより変

動しながらも，確実に広がっていることが分かる。現在，

リニアモータ単体（ドライバなどを含まず）は 100～200億

円程度の市場で，ドライバやリニアモータを組み込んだア

クチュエータを含めた市場規模は，その数倍と推定される。 

1.3 本技術報告書の概要 

図 1.1 によると 2000 年から 2010 年の 10 年間で国内のリ

ニアモータ販売台数は約 10 倍に膨らんでいる。それでは，

現在，リニアモータはどこにどのように使われているのだ

ろうか？「産業用リニアドライブ技術の応用展開調査専門

委員会」によって，特に 2000 年以降に実際に使われている

リニアモータの応用事例について調査された。本技術報告

ではその調査結果を基に，用途や使われる場所を切り口に

応用の状況をまとめた。 
2 章では，本報告書で扱うリニアモータの種類や構造，動

作原理を示し，さらにリニアモータおよび周辺技術の最新

状況について示している。3 章では，工場内でリニアモータ

がどこにどのように使われているかを述べる。4 章では，産

業用途に限定せずに，家庭内や身近なものにも使われてい

るリニアモータの応用事例を述べる。 
なお，本技術報告書で使用されている用語は電気学会技

術報告第 911 号「リニアドライブとその応用に関わる用語」
(14)に準じている。 
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図 1.1 リニアモータの市場規模推移(7)～(13) 
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